
一
、
は
じ
め
に

近
世
期
の
対
馬
藩
で
は
、
対
朝
鮮
王
朝
貿
易
に
よ
っ
て
全
盛
期
を
迎
え
た
三
代
藩
主
宗
義
真
の
時
代
に
、
藩
主
宗
氏
の
鎌
倉
時
代

か
ら
の
歴
代
の
事
績
を
編
年
体
で
纏
め
た

『

宗
氏
家
譜』

が
木
下
順
庵
門
下
の
藩
儒
陶
山
訥
庵
等
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
、
一
六
八
六

(

貞
享
三)

十
一
月
に
義
真
が
序
を
附
し
て
一
応
の
完
成
を
見
た
。『

新
対
馬
島
誌

(

１)』

に
よ
れ
ば
、
同
時
に
藩
士
柚
谷
喜
助
に
よ
っ
て
、

｢

郷
士｣

の
諸
家
譜
も
編
修
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
う
し
た
対
馬
藩
士
の
各
家
の
家
譜
は
、
例
え
ば
陶
山
訥
庵
編
・
元
禄
十
一

(

一
六

九
九)

年
成
立
の
対
馬
の
地
誌

『

津
島
紀
略』

や
藩
士
唐
坊
長
秋
編
・
元
治
元

(

一
八
六
四)

年
七
月
自
序
の
宗
氏
の
家
譜

『

十
九

公
実
録』

等
藩
内
で
編
ま
れ
た
多
く
の
書
に
、
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
た

(

２)

。
ま
た
恐
ら
く
は
各
家
で
後
年
に
修
訂
・
増
補
を
加
え
な

が
ら
、
現
代
に
ま
で
伝
存
す
る
も
の
も
あ
る

(

３)

。
こ
う
し
た
資
料
は
、
対
馬
藩
士
の
各
家
が
そ
の
来
歴
を
、
朝
鮮
半
島
と
日
本
と
の
結

節
点
と
い
う
特
殊
な
位
置
に
あ
る
対
馬
島
の
歴
史
に
、
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
て
き
た
か
を
知
る
も
の
と
し
て
興
味
深
い
も
の
で
あ
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対
馬
藩
士

｢
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石
氏
家
譜｣

�
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�

大
石
智
久�

文
禄�

役�
�

武
功
譚
・
虎
狩
等�

竹

由

明



る
。本

稿
に
て
紹
介
す
る
の
は
、
そ
う
し
た
資
料
の
う
ち
、
宗
家
文
庫
蔵

『

獲
虎
実
録』

裏
表
紙
内
の
反
故
紙
に
記
さ
れ
た
対
馬
藩
士

大
石
氏
の
家
譜

(

仮
に

｢

大
石
氏
家
譜｣

と
す
る)

と
見
ら
れ
る
断
簡
で
あ
る

(

４)

。
同
資
料
に
は
文
禄
の
役

(

壬
辰
倭
乱)

に
て
武
勇

を
顕
し
た
大
石
荒
河
介
智
久(

文
献
に
よ
っ
て
は｢

荒
川
助｣

。
以
下｢

大
石
智
久｣)

の
伝
が
簡
略
に
記
載
さ
れ
て
い
て
興
味
深
い
。

二
、『
獲
虎
実
録』

に
つ
い
て

断
簡
の
紹
介
の
前
に
、
ま
ず
は

『
獲
虎
実
録』

に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。
同
書
に
つ
い
て
は
既
に
田
代
和
生
氏
に
よ
っ
て
紹
介
が

な
さ
れ
て
い
る

(

５)

。
田
代
氏
の
御
論
に
沿
っ
て
簡
単
に
紹
介
す
る
。『

獲
虎
実
録』

は
、
明
和
八

(

一
七
一
一)

年
三
月
二
十
三
日
に

実
際
に
草
梁
倭
館
内
に
侵
入
し
た
二
匹
の
虎
の

｢

虎
狩｣

を
基
に
し
た
読
み
物
で
あ
る
。
作
者
・
成
立
年
等
は
未
詳
。
な
お
こ
の
時

の

｢

虎
狩｣

に
関
し
て
、
田
代
氏
は
当
時
の
倭
館
館
守
の

『

毎
日
記』

に
よ
っ
て
詳
細
に
再
現
し
て
い
る
。
ま
た
田
代
氏
は
近
世
後

期
の
京
都
大
学
附
属
図
書
館
谷
村
文
庫
蔵
の
巻
子
本

『
朝
鮮
図
絵』

に
、
こ
の
時
の
虎
狩
の
様
子
が
か
な
り
リ
ア
ル
に
絵
画
化
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る

(

６)

。『

獲
虎
実
録』

の
末
尾
近
く
に
は
、
こ
の

｢

虎
狩｣

を
文
禄
の
役

(

壬
辰
倭
乱)

に
重
ね
る
よ
う

に
、｢

朝
鮮
御
在
陣
の
間
に
、
対
州
の
官
臣
大
石
荒
川
之
助
兄
弟
、
大
虎
を
組
留
し
よ
り
已
来
、
未
聞
の
働
き
比
類
の
功
名
、
日
本

の
勇
気
を
輝
か
す
の
珍
事
な
り｣

と
記
す
。
な
お
田
代
氏
は
文
禄
の
役
の
際
の
大
石
兄
弟
に
よ
る

｢

虎
狩｣

が
、『

宗
氏
家
譜』

に

載
り
、
ま
た
後
年
に
対
馬
藩
内
で
は

｢

大
石
氏
刺
虎
記｣

と
な
っ
て
流
布
し
た
と
指
摘
す
る

(

７)

。

さ
て
、『

獲
虎
実
録』

で
あ
る
が
、
現
在
安
永
五

(

一
七
七
六)

年
五
月
九
日
写
の
永
青
文
庫
蔵
本
・
文
政
九

(

一
八
二
六)

年
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二
月
四
日
写
の
長
崎
県
対
馬
歴
史
研
究
セ
ン
タ
ー
宗
家
文
庫
蔵
本
他
、
桑
名
藩
の
駒
井
乗
邨
写
・
文
化
十
二

(

一
八
一
五)

年
自
序

の
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本

『

鶯
宿
雑
記』

巻
四
所
収
の
も
の
・
国
文
学
研
究
資
料
館
田
安
文
庫
蔵

『

克
一
堂
叢
書』

第
八
冊
所
収

の
も
の
の
四
本
が
知
ら
れ
て
い
る

(

８)

。
先
行
研
究
は
、
田
代
氏
の
も
の
の
他
は
永
留
史
彦
氏
に
よ
る
紹
介
・
現
代
語
訳
の
み
の
よ
う
で

あ
る

(

９)
。
以
下
に
四
本
の
う
ち
の
宗
家
文
庫
蔵
本
に
つ
い
て
書
誌
を
簡
単
に
記
す
。

函
架
番
号
・
宗
家
文
庫
／

｢

記
録
類
Ⅲ
・
朝
鮮
関
係｣

／
Ｂ
／
一
九
。

形
態
・
写
本
。
袋
綴
。
一
冊
。

写
年
、
筆
者
者
・
文
政
九
年
二
月
。
大
石
明
親
写
。

寸
法
・
縦
二
四
・
七
糎
×
横
一
八
・
八
糎
。

表
紙
・
原
装
茶
色
表
紙
。

目
録
題
・
獲
虎
実
録
。

外
題
・
表
表
紙
左
上
題
簽

(

無
枠
・
模
様
有
。
縦
一
七
・
三
×
横
二
・
八
糎
に

｢

獲
虎
実
録

完｣

と
墨
書
。

内
題
・
一
丁
表
一
行
目
に

｢

獲
虎
実
録｣
と
墨
書
。

料
紙
・
楮
紙
。

行
数
・
毎
半
葉
九
行
。

墨
付
丁
数
・
一
三
丁
。

遊
紙
・
前
に
一
丁
。

印
記
・
一
丁
表
一
行
目
、
内
題
の
下
に
黒
丸
印

(

直
径
一
・
四
糎
程
。
印
影
判
読
で
き
ず)

。

一
丁
表
右
下
に
、
朱
丸
印

(

直
径
二
・
九
糎
程
。
印
影
判
読
で
き
ず)
。
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奥
書
・
十
三
丁
表
、
八
〜
九
行
目
に

｢

文
政
九
年

〈

丙
戌〉

年
二
月
四
日
写
之
／
大
石
郡
左
衛
門
明
親｣

と
墨
書
。

そ
の
他
・
表
表
紙
右
上
に

｢

大｣

と
朱
書
。
表
表
紙
右
下
に
宗
家
文
庫
の
蔵
書
票

(

縦
四
・
五
糎
×
横
三
・
五
糎)

貼
付

(

宗

家
文
庫
／
記
録
類
Ⅲ
／
朝
鮮
関
係
／
Ｂ
／
１
９)

。
一
丁
表
右
下
、
朱
丸
印
の
下
に

｢

大
石
主｣

と
墨
書
。
現
況
は
、

淡
黄
色
の
中
性
紙
封
筒

(

縦
三
三
・
二
糎
×
横
二
四
・
〇
糎
の
角
型
二
号
。
封
筒
裏
右
下
に
鉛
筆
で

｢

記
３
／
３
７
／

Ｂ
／
１
９｣

と
記
載)

に
和
紙
に
包
ん
で
入
れ
て
保
管
し
て
あ
る
。

同
書
を
二
〇
二
二
年
七
月
八
日
に
調
査
し
た
際
、
裏
表
紙
の
見
返
し
の
糊
が
剥
が
れ
て
お
り
、
裏
表
紙
内
の
反
故
紙
を
見
る
こ
と

が
出
来
た
。
反
故
紙
は
一
枚
の
紙
を
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
面
を
内
側
に
し
て
折
っ
て
裏
表
紙
に
入
れ
た
の
か
、
或
い
は
二
枚
の
紙

を
文
字
の
書
か
れ
て
い
る
面
同
士
を
向
い
合
わ
せ
て
重
ね
て
入
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
手
前
も
奥
も
か
な
り
丁
寧
な
楷
書
で

家
譜
の
断
片
ら
し
き
も
の
が
書
写
さ
れ
て
い
た
。
反
故
紙
の
料
紙
は
楮
紙
で
、
本
文
の
料
紙
に
比
べ
て
も
左
程
古
い
も
の
に
は
見
え

な
か
っ
た
。
反
故
紙
の
手
前
部
分
は
文
字
が
鏡
字
の
状
態
で
判
読
が
困
難
で
あ
る
が
、
奥
の
部
分
は
手
前
部
分
か
ら
透
け
て
幽
か
に

判
読
で
き
る
箇
所
も
あ
っ
た
の
で
、
確
認
し
た
と
こ
ろ

｢

大
石
氏
家
譜｣

と
で
も
呼
ぶ
べ
き
物
で
あ
っ
た
。

三
、｢

大
石
氏
家
譜｣

断
簡
の
翻
刻

そ
れ
で
は
、｢

大
石
氏
家
譜｣

断
簡
の
翻
刻
を
以
下
に
提
示
す
る
。
断
簡
の
上
部
は
、
現
状
で
は
見
え
な
い
が
、
文
脈
上
各
行
少

な
く
と
も
一
字
以
上
の
文
字
が
存
す
る
と
推
測
さ
れ
る

(

但
し
裏
表
紙
に
入
れ
る
際
に
切
断
さ
れ
て
、
既
に
欠
損
し
て
い
る
可
能
性

も
あ
る)

。
そ
の
上
部
の
文
脈
上
推
測
で
き
る
文
字
に
つ
い
て
は
丸
括
弧
に
入
れ
て
、
虫
損
・
汚
損
や
手
前
の
紙
の
文
字
で
判
読
し

難
い
箇
所
と
区
別
し
た
。
十
一
行
目
以
降
の
上
部
は
、
手
前
の
紙
の
文
字
が
重
な
っ
て
い
て
、
か
な
り
の
範
囲
が
判
読
不
能
で
あ
る
。
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應
助

(

天)

正
十
九
年
二
月
廿
二
日
、
義
智
君
ヨ
リ
、
御
判
物
ヲ
以
荒
川
助
智
久
ト
賜

(
同)

年
同
日
、
義
智
君
ヨ
リ
、
荒
川
助
ェ
領
地
相
違
ナ
キ
ノ
旨
御
判
物

給
ル

(

慶)
長
元
年
三
月
廿
四
日
、
義
智
君
ヨ
リ
、
朝
鮮
ノ
御
陳
中
ニ
於
テ
諸
侯

(

狩)

之
刻
、
弟
原
太
郎
ト
共
ニ
虎
ヲ
仕
留
タ
ル
功
ニ
依
テ
、
感
状
ヲ
以
荒
川

(

助
ェ)

佐
護
郡
湊
ノ
領
地
ヲ
給
ル
、
委
有
別
記
、

(

慶)

長
六
年
九
月
十
五
日
、
義
智
君
ヨ
リ
朝
鮮
国
平
安
城
落
足
之

刻

(

荒)

川
助
脱
手
之
案
内
仕
リ
大
功
有
之
依
、
而
感
状
ヲ
以
八
郡
之
内
佐
護

(

郡)

ヲ
給
ハ
ル
、
委
有
別
記
、

義
智
君
病
ア
リ
、
荒
川
助
ヲ
シ
テ
、
佐
護
豆
酘
府
内

代
仰
付
ラ
ル
、
謹
而
御
請
申
上
、
御
病
氣

御
目
見
仕
ル
コ
ト
無
面
目
御
心
安
ク
思
召
上
ラ
ル
ヽ

ェ
至
、
夫
ヨ
リ
府
内
八
幡
ノ
社
ェ
一
七
日
宮
籠
仕

ニ
荒
川
助
願
ト

(

或
い
は

｢

上｣

ヵ)

(

慶)

長

卒
、
墓
泊
船
庵
ニ
ア
リ
、
石
牌
大
石
荒
川
助
智
久
ト
、

基
本
的
に
大
石
智
久
の
事
績
が
書
か
れ
て
お
り
、
叙
述
内
容
を
纏
め
る
と
、
一
行
目
の

｢

應
助｣

は
不
明
。
①
二
行
目
か
ら
四
行

目
に
か
け
て
は
、
天
正
十
九
年
二
月
に
主
君
で
あ
る
対
馬
藩
初
代
の
宗
義
智
よ
り
一
字
拝
領
し
て

｢

荒
川
助
智
久｣

(

他
文
献
で
は
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｢

荒
河
介｣

と
も)

と
名
乗
り
、
恐
ら
く
は
同
日
に
領
地
の
安
堵
を
受
け
た
こ
と
、
②
五
行
目
か
ら
七
行
目
に
か
け
て
は
、
文
禄
の

役
に
際
し
て
義
智
が
諸
侯
と
狩
を
し
た
際
に
、
弟
原

(

他
文
献
で
は

｢

源｣

と
も)

太
郎
と
共
に
虎
を
仕
留
め
た
功
に
よ
っ
て
、
慶

長
元
年
三
月
に
宗
義
智
か
ら

｢

感
状｣

を
受
け
て
佐
護
郡
湊
の
所
領
を
賜
っ
た
こ
と
、
③
八
行
目
か
ら
十
行
目
に
か
け
て
は
朝
鮮
国

平
安
城
か
ら
の
落
足

(

文
禄
二

〈

一
五
九
三〉

年
一
月
、
明
軍
の
攻
撃
を
受
け
た
小
西
行
長
を
主
将
と
す
る
日
本
軍
の
平
安
道
平
壌

城
か
ら
の
撤
退
戦
を
指
す)

に
際
し
て
撤
退
の
案
内
を
つ
と
め
た
功
に
よ
り
、
慶
長
六
年
九
月
に
義
智
か
ら

｢

感
状｣

を
受
け
て
佐

護
郡
を
賜
っ
た
こ
と
、
④
十
一
行
目
か
ら
十
五
行
目
に
か
け
て
は
、
義
智
の
病
に
際
し
て
府
内
八
幡
社(

現
在
の
厳
原
八
幡
宮
神
社)

に
参
籠
す
る
な
ど
し
た
こ
と
、
⑤
一
六
行
目
に
は
慶
長
年
間
に
死
去
し
、
墓
は
泊
船
庵
に
あ
る
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。

四
、
断
簡
記
載
事
項
の
背
景

大
石
荒
川
助
智
久
の
事
績

そ
れ
で
は
続
い
て
他
の
文
献
に
よ
り
、
大
石
智
久
の
事
績
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。
ま
ず
大
石
氏
の
来
歴
で
あ
る
が
、『〈

郷
土
資

料〉

對
馬
人
物
志』

｢

宗
義
智

〈

柳
川
調
信
、
中
原
玄
蘇
、
大
石
荒
河
介
、
内
野
勘
之
介
、
大
浦
織
部
、
國
分
隼
人〉｣

項

(

�)

に
は

｢

智

久
は
方
信
の
後
、
荒
河
介
と
稱
す
、
高
祖
彦
五
郎
佐
護
大
石
原
に
居
る
、
大
石
氏
と
稱
す
、
瀧
之
介
調
信
に
至
り
二
子
を
生
む
、
長

智
久
、
次
智
正｣

と
あ
る
。
杉
村
采
女
本

｢

大
石
系
図｣
に
よ
れ
ば
、｢

方
信｣

は

｢

惟
宗
右
衛
門
三
郎
方
信｣

な
る
人
物
で
あ
る

(

�)

。

ま
た
佐
護
大
石
原
に
居
住
し
大
石
氏
を
初
め
て
名
乗
っ
た

｢
彦
五
郎｣

は
、
杉
村
采
女
本

｢

大
石
系
図｣

に
よ
れ
ば

｢

方
信｣

か
ら

六
代
目
、
大
石
智
久
の
父
は
杉
村
采
女
本

｢

大
石
系
図｣

で
は

｢
又
三
郎｣

、
次
節
後
掲
の

『

津
島
紀
事』

(

波
線
部)

は

『〈

郷
土

資
料〉

對
馬
人
物
志』

同
様

｢

瀧
之
介
調
信｣

と
す
る
。
大
石
氏
の
近
世
期
の
対
馬
藩
内
で
の
家
格
は
、
成
立
年
次
未
詳
の

『

対
馬

藩
分
限
帳』

に
よ
れ
ば
、
府
内
士
に
御
馬
廻

(

上
士)

と
し
て

｢

高
七
十
石

大
石
直
右
衛
門｣

と
俵
取
大
小
姓

(

中
士)

と
し
て
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｢

米
三
十
五
俵

大
石
孫
右
衛
門｣

、
こ
の
二
つ
の
家
を
筆
頭
に
、
そ
の
他
大
小
姓
部
屋
棲
と
し
て

｢

大
石
大
八｣

が
、
郷
士

(

給

人)

と
し
て
佐
護
郷
深
山
村
に

｢

大
石
與
八
・
大
石
才
右
衛
門｣

、
同
郷
仁
田
内
村
に

｢

大
石
萬
吉
・
大
石
左
傳
・
大
石
九
左
衛
門

(
以
上
御
馬
廻
格)

・
大
石
作
次
郎
・
大
石
又
右
衛
門
・
大
石
喜
左
衛
門
・
大
石
瀬
兵
衛｣

、
佐
須
郷
阿
連
村
に

｢

大
石
仲
蔵｣

、
同
郷

今
里
村
に

｢
大
石
修
理

(

佐
須
党
御
馬
廻
格)

・
大
石
才
兵
衛｣

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

(

�)

。

さ
て
大
石
智
久
の
事
績
で
あ
る
が
、
ま
ず
成
立
年
次
未
詳
の

｢

朝
鮮
御
陣
御
供
人
数
覚｣

に
は
、

大
石
黨
上
下
三
十
八
人
、
籏
幕
之
紋
鷹
ノ
羽

大
石
荒
河
介
、
同
源
左
衛
門
、
同
彦
九
郎
、
同
阿
吉
郎
、
同
源
内
介
、
同
主
膳
、
同
左
京
、
同
紀
伊
、
同
左
馬
介
、
同
宮
内
、

同
右
内
太
夫
、
同
甚
兵
衛
。

と
大
石
党
の
筆
頭
に
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

(

�)

(

杉
村
采
女
本

｢

大
石
系
図｣

に
よ
れ
ば
、｢

源
左
衛
門｣

が
弟
の
原

〈

源〉

太
郎)

。

大
石
党
の
主
将
と
し
て
朝
鮮
に
出
陣
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

大
石
智
久
の
詳
細
な
事
績
に
つ
い
て
、
管
見
の
限
り
記
載
が
あ
る
資
料
は
、『

宗
氏
家
譜』

巻
二

｢

義
智
君｣

項

(

以
下

｢

宗｣

と
略
称)

の
他
、
諸
大
名
か
ら
提
出
さ
れ
た
資
料
を
基
に
寛
政
年
間
に
編
纂
開
始
、
文
化
九

(

一
八
一
二)

成
立
、
幕
府
編
纂
の

『

寛
政
重
修
諸
家
譜』

巻
第
五
百
一

｢

平
氏
清
盛
流

宗｣
(

以
下

｢

寛｣

と
略
称)

、
対
馬
藩
郡
奉
行
平
山
東
山
が
幕
臣
土
屋
帯
刀

の
命
で
幕
府
に
提
出
す
る
た
め
に
編
纂
、
文
化
六

(

一
八
〇
九)

年
成
立
の
対
馬
の
地
誌

『

津
島
紀
事』

巻
之
二

｢

寺
院｣

(

以
下

｢

紀｣

と
略
称)

の
計
三
書
で
あ
る
。
い
ず
れ
も

(

特
に
前
二
書
は)

公
的
な
性
格
の
強
い
書
で
あ
る

(

な
お

『〈

郷
土
資
料〉

對
馬

人
物
志』

に
も
記
載
が
あ
る
が
、
弟
源
太
郎
に
つ
い
て

｢

智
正
源
左
衛
門
と
稱
す
、
文
禄
壬
辰
年
甫
め
て
十
五
軍
に
從
は
ん
こ
と
を

請
ふ
、
智
久
許
さ
ず
、
智
正
憤
恚
自
殺
せ
ん
と
欲
す
、
智
久
驚
き
遂
に
之
を
許
す｣

と
あ
る
他
は
、
三
書
の
叙
述
内
容
と
凡
そ
一
致

す
る
の
で
割
愛
す
る)

。
以
下
に
三
書
の
大
石
智
久
の
事
績
を
引
用
す
る
。
な
お
引
用
文
中
の
山
括
弧
は
割
注
を
表
す
。
ま
た
適
宜
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傍
線
と
記
号
を
附
し
た

(

�)

。

宗
・
義
智
、
行
長
、
清
正
、
從
二

丹
月
驛
一

分
�

路
而
入
時
、
申
�
阻
�

沼
而
陣
、
其
間
只
有
二

一
小
徑
之
通
一

、
申
�
兵
守
二

徑
口
一

放
�

矢
拒
�

之
、
義
智
不
�

得
�

進
�

兵
、
Ａ
大
石
荒
河
助
智
久
、
提
二

鎌
鑓
一

直
進
、
過
二

小
徑
一

奮
撃
、
獲
二

首
三
級
一

、
申
�
兵
不
�

交
�

戦
而
敗
奔
、
義
智
与
二

諸
将
一

率
�

兵
遂
�

之
斬
�

首
數
百
級
、(

文
禄
元
年
四
月
二
十
七
日
・
忠
州)

・
明
兵
益
進
、
…
…

(

中
略)

…
…
城
兵
不
�

能
�

支
退
入
二

内
城
一

、
明
兵
逐
�

之
、
③
大
石
荒
河
、
揮
�

刀
斬
二

五
十
余
人
一

、
時

城
兵
多
折
傷
而
援
兵
不
�

至
、
義
智
、
行
長
、
与
二

諸
将
一

相
謀
欲
下

知
二

敵
陣
疎
密
強
弱
之
處
一

、
而
潰
�

圍
逃
去
上

、
然
明
兵
攻
二

内
城
一

発
�

矢
如
�

雨
故
、
無
下

敢
望
二

見
敵
陣
之
形
成
一

者
上

、
③
大
石
荒
河
、
便
脱
二

甲
冑
一

着
二

浴
衣
一

、
登
二

高
樓
上
一

、
露
二

全

身
一

詳
看
下

取
二

敵
陣
一

之
形
勢
上

、
以
告
二

行
長
一

、
行
長
甚
感
二

荒
河
勇
敢
一

、
是
時
城
兵
乱
二

放
鳥
銃
一

、
明
兵
多
死
傷
、
且
日
既

�
、
如
�
収
二

軍
城
外
一

以
開
二

走
路
一

、
其
夜
行
長
与
二

諸
将
一

出
�

城
、
義
智
殿
、(

文
禄
二
年
正
月
七
日
・
平
壌)

・
義
智
帰
�

州
考
二

諸
士
戦
功
一

賞
�

之
、
…
…

(

中
略)

…
…
②
以
二

大
石
荒
河
一

、
爲
二

佐
護
郡
代
一〈

義
智
於
二

朝
鮮
一

与
二

諸
将
一

猟
二

山
野
一

時
、
荒
河
助
与
二

其
弟
源
太
郎
一

刺
二

一
大
虎
一

殺
�

之〉

、(

慶
長
の
役
よ
り
帰
国
後)

寛
・
義
智
、
行
長
清
正
と
丹
月
の
驛
よ
り
路
を
わ
か
ち
て
王
城
に
入
む
と
す
。
申
�
沼
を
隔
て
陣
す
。
義
智
士
卒
に
下
知
し
て
徑
口

に
據
て
射
さ
し
む
。
Ａ
家
臣
大
石
荒
河
助
智
久
鎌
槍
を
と
り
て
進
み
首
三
級
を
討
と
る
。
申
�
が
兵
や
ぶ
れ
て
の
が
れ
さ
る
。

義
智
等
勝
に
の
り
て
追
討
し
首
百
餘
級
を
得
た
り
。(
文
禄
元
年
四
月
二
十
七
日
・
忠
州)

・
明
兵
ま
す
�
�
進
み
、
其
勢
ひ
支
へ
が
た
き
に
よ
り
、
退
き
て
内
城
を
ま
も
る
。
し
か
れ
ど
も
城
兵
多
く
損
じ
、
外
援
兵
な
き

に
よ
り
、
圍
を
出
て
遁
去
ん
と
す
。
四
面
敵
を
う
け
、
矢
丸
雨
の
ご
と
し
。
③
家
臣
荒
河
助
智
久
獨
浴
衣
を
着
し
、
櫓
に
登
り

四
方
を
の
ぞ
み
良
久
く
し
て
下
る
。
行
長
其
勇
を
感
美
す
。
日
く
れ
て
如
松
軍
を
収
む
。
こ
の
夜
行
長
及
び
諸
将
城
を
い
づ
。

義
智
殿
と
な
る
。(

文
禄
二
年
正
月
七
日
・
平
壌)
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紀
・
⑤
青
江
山
泊
舩
庵〈

同
�

上〉

開
基
甫
庵
宗
睦
、
原
號
ス
二

數
舩
寺
ト
一

、
在
二

中
洲
賀
、
後
移
ス
二

于
久
田
道
ニ
一

、
…
…(

中
略)

…
…

有
二

大
石
荒
河
ノ

介
智
久
ヵ
墓
一

、〈

瀧
之
介
調
信
ヵ
子
、
文
禄
朝
鮮
之
役
、
明
起
シ
二

大
軍
ヲ
一

來
リ

救
テ

圍
ム
�
二

平
壌
ヲ
一

數
匝
、
放
ツ
テ二

火
砲
ヲ
一

射
リ
二

城
中
ヲ
一

、
盧
舎
林
木
皆
焚
ク

、
明
將
駱
尚
志
呉
惟
忠
等
率
イ

�

衆
ヲ

登
テ

�

城
ニ

而
入
ル

、
③
智
久
力
戰
シ

立
ロ
ニ

斬
ル
二

五
十

餘
人
ヲ
一

、
然
ル
ニ

衆
寡
不
�

敵
セ

、
一
人
仆
ス
レ
ハ

則
三
人
進
ミ

、
蜂
ノ
如
ニ

集
リ

蟻
ノ
如
ニ

附
キ
テ

不
�

可
�

防
、
我
ヵ
兵
士
モ

亦
多
傷
損
ス

、
於
�

是
義
智
與
二

行
長
一

相
議
シ

欲
ス
二

潰
テ

�

圍
ヲ

突
出
セ
ン
ト
一

、
③
智
久
乃
脱
シ
二

�
甲
ヲ
一

著
テ
二

一
ノ

浴
衣
ヲ
一

、
上
リ

�

櫓
ニ

、
覗
ヒ
二

敵
軍
之
虚

實
ヲ
一

、
告
二

諸
将
ニ
一

、
乃
合
二

兵
士
ヲ
一

突
テ

�

圍
ヲ

而
出
ツ

、
諸
軍
服
シ
二

智
久
ヵ
之
勇
烈
ニ
一

名
聲
益
振
フ

、
其
他
ノ

攻
戰
斬
獲
之
功
常
ニ

在
二

人
ノ

右
ニ
一

、
載
テ

在
二

國
記
ニ
一

未
�

暇
二

枚
挙
擧
ニ
一

、
而
弟
源
左
衛
門
智
正
勇
力
膽
氣
亦
與
二

智
久
一

相
並
フ

、
②
一
日
諸
軍
會
�
�

獵
ス

、
敵
人
縱
ツ
二

一
大
虎
ヲ
一

、
驅
遂
テ

以
前
ム

、
將
士
畏
テ

喪
フ
二

膽
氣
ヲ
一

、
智
久
與
二

弟
智
正
一

抜
テ

�

刀
ヲ

當
ル

�

之
ニ

、
觀
ル

者
�
列
シ

皆
爲
ニ

�

之
ヵ
懼
ル

、
竟
ニ

刺
�

而
斃
ス

�

之
、
兩
軍
ノ

稱
聲
如
�

雷
ノ〉

(

巻
之
二

｢

寺
院｣)

※
執
筆
者
註

〈

同
�

上〉

は
前
掲
の
寺
院

同
様
に
曹
洞
宗
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

断
簡
叙
述
内
容
の
②

｢

虎
狩｣

に
つ
い
て
は
、｢

宗｣

・｢

紀｣

に
記
載
が
あ
る
。
ま
た
田
代
氏
の
指
摘
す
る

｢

大
石
氏
刺
虎
記｣

の
他
、｢

朝
鮮
猛
将
虎
狩
記｣

な
る
多
分
に
文
芸
化
し
た
も
の
も
出
回
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る

(

�)

。｢

宗｣

・｢

紀｣

共
に

｢

虎
狩｣

の
場

所
や
年
次
の
記
載
が
な
い
が
、｢

朝
鮮
猛
将
虎
狩
記｣
に
は
、

九
徳
山
は
北
に
東
莱
を
控
へ
、
東
に
釜
山
を
抱
へ
、
洛
東
江
を
背
に
し
て
四
	
山
と
相
接
せ
り
。
昔
者
文
禄
の
役
中
途
に
し
て

和
成
ら
ん
と
し
て
諸
将
帰
還
す
る
や
、
松
浦
、
有
馬
、
大
村
、
五
島
、
宗
の
五
將
を
以
て
釜
山
城
を
守
ら
し
め
た
り
。
五
將
一

夕
會
飲
し
た
る
際
、
誰
か
發
言
し
て
九
徳
山
に
虎
狩
り
す
べ
く
建
議
し
た
り
し
に
諸
將
直
に
諾
し
、
二
月
二
十
三
日
諸
将
鬮
を

抽
き
其
部
署
を
左
の
如
く
定
め
た
り
。
有
馬
、
大
村
の
二
氏
は
城
を
守
る
こ
と
ゝ
な
り
、
松
浦
、
五
島
、
宗
の
三
氏
は
天
明
に

部
伍
を
整
へ
各
其
部
署
に
就
て
出
發
し
た
り
。
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と
あ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
同
書
は
場
所
を
釜
山
城
近
郊
の
九
徳
山
、
年
次
を
文
禄
三

(

一
五
九
四)

年
と
想
定
し
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。｢

紀｣

で
は
二
重
傍
線
部
の
如
く

｢

敵
人｣

(

朝
鮮
軍
か
明
軍
で
あ
ろ
う)

が
大
虎
を
放
し
た
と
し
て
お
り
、
既
に
創
作

が
加
え
ら
れ
て
い
る

(

�)

。
③

｢

文
禄
二

(

一
五
九
三)

年
一
月
の
平
壌
城
か
ら
の
撤
退
戦
で
の
案
内｣

に
つ
い
て
は
、｢

宗｣

・｢

寛｣

・

｢

紀｣
全
て
に
記
載
が
あ
る
。
明
軍
が
雨
の
如
く
矢
を
放
つ
中
を
、
鎧
兜
を
脱
い
で
櫓
に
登
り
、
撤
退
路
を
見
極
め
て
進
言
し
た
と

す
る
も
の
で
あ
る
。｢

宗｣

・｢

紀｣

に
は
そ
の
撤
退
戦
の
前
段
と
し
て
、
場
内
に
入
り
来
る
明
兵
を
五
十
余
人
斬
っ
た
と
の
記
載
も

あ
る
。
な
お
こ
の
②
・
③
の
大
石
智
久
の
事
績
に
関
連
し
て
は
、『

対
馬
島
誌』

に
断
簡
で

｢

感
状｣

を
拝
領
し
た
と
す
る
記
述
に

対
応
す
る
二
通
の

｢
大
石
荒
河
介
感
状｣

が
掲
載
さ
れ
て
い
る

(

�)

。

・
於
朝
鮮
陣
中
及
③
平
安
引
陣
之
刻
、
多
勢
之
中
ニ
而
一
人
武
勇
之
働
、
且
②
山
獵
之
折
節
モ
諸
人
面
前
ニ
而
虎
ト
組
合
候
、
數

度
之
手
柄
依
無
比
類
被
思
召
候
、
佐
護
港
領
地
雖
少
先
遣
之
、
且
弟
源
太
郎
同
前
之
手
柄
仕
候
條
、
必
御
陣
終
而
後
尚
御
褒
美

可
被
宛
行
者
也
、
仍
状
如
件
、

慶
長
元
年
三
月
二
十
四
日

義
智

判

大
石
荒
河
介
殿

・
朝
鮮
御
陣
七
年
之
間
、
神
妙
ニ
相
勤
候
、
殊
ニ
諸
大
名
衆
之
中
ニ
而
度
々
手
柄
仕
候
、
②
平
安
落
足
之
折
節
、
小
西
攝
津
守
殿

御
一
言
モ
有
之
故
、
即
以
佐
護
郡
被
仰
付
候
者
也
、
仍
状
如
件
、

慶
長
六
年
九
月
十
五
日

義
智

判

大
石
荒
河
介
殿
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残
念
な
が
ら
こ
れ
ら
二
通
の

｢

感
状｣

は
現
在
実
物
の
所
在
が
不
明
で
あ
る
が
、『

対
馬
島
誌』

は
二
通
の

｢

感
状｣

の
引
用
に

続
け
て
附
言
で
、｢

陶
山
訥
庵
著

｢

考
證
録｣

に
は
二
感
状
を
特
記
し
て
別
し
て
勝
れ
た
る
御
感
状
と
云
へ
り｣

と
記
す
。｢

宗｣

の

編
纂
に
も
関
わ
っ
て
い
た
訥
庵
は
こ
の
二
通
の

｢

感
状｣

を
実
見
し
て
賞
賛
し
た
よ
う
で
あ
り
、
や
は
り
実
物
が
存
し
た
の
で
あ
ろ

う

(

�)

。
⑤
墓
が
泊
舩
庵
に
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、｢

紀｣

に
記
さ
れ
て
い
る
。｢

紀｣

に
よ
れ
ば
、
こ
の
泊
舩
庵
は
府
中

(

現
厳
原)

の
久
田
道
に
存
し
た
と
す
る
が
、『

対
馬
島
誌』

に
は
泊
舩
庵
は
既
に
見
当
た
ら
ず
、
残
念
な
が
ら
維
新
期
に
廃
絶
し
た
よ
う
で
あ

る

(

�)

。
但
し
武
末
氏
に
よ
れ
ば
、
大
石
智
久
の
墓
自
体
は
泊
舩
庵
の
跡
に
現
存
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る

(

�)

。
以
上
の
よ
う
に
、
前
節
で
示

し
た
断
簡
記
載
の
大
石
智
久
の
事
績
の
う
ち
②
・
③
・
⑤
は
、
対
馬
藩
内
で
あ
る
種
公
的
に
認
め
ら
れ
て
も
い
た
事
績
で
あ
る
と
言

え
る
。
一
方
で

｢

宗｣

・｢
紀｣
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
Ａ
忠
州
で
の
戦
い
で
の
武
勇
譚
、
及
び
③
の
う
ち
撤
退
戦
の
前
段
階
に
明
兵
五

十
余
人
を
討
ち
取
っ
た
と
す
る
武
勇
譚
は
、
藩
内
で
も
や
は
り
公
的
に
認
め
ら
れ
て
当
然
有
名
な
事
蹟
だ
っ
た
は
ず
で
は
あ
る
が
、

断
簡
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
或
い
は
二
通
の

｢

感
状｣

に
直
接
に
言
及
さ
れ
た
事
蹟
で
は
な
か
っ
た
か
ら
記
載
し
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
①

｢

宗
義
智
よ
り
一
字
拝
領
と
所
領
安
堵｣

、
④

｢

宗
義
智
の
病
に
際
し
て
の
動
静｣

は
、
他
文
献
で

は
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
①
の
一
字
拝
領
は

｢
智
久｣

と
い
う
名
か
ら
容
易
に
推
測
で
き
る
こ
と
で
も
あ
り
、
断
簡
の
②
・
③
・

⑤
の
記
載
の
在
り
方
か
ら
鑑
み
て
も
、
①
・
④
の
事
績
も
凡
そ

｢

事
実｣

と
認
め
て
も
よ
い
も
の
で
は
な
い
か
。

五
、
終
わ
り
に

以
上
、
簡
単
で
は
あ
る
が
、
宗
家
文
庫
蔵

『

獲
虎
実
録』

裏
表
紙
内
の
反
故
紙
に
記
載
さ
れ
て
い
る

｢

大
石
氏
系
図｣

断
簡
の
紹

介
と
そ
の
叙
述
内
容
の
確
認
を
行
っ
た
。
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ま
ず
こ
の

｢

大
石
氏
家
譜｣

断
簡
の
叙
述
内
容
は
、
凡
そ
大
石
智
久
の
対
馬
藩
内
で
公
的
に
認
め
ら
れ
て
い
た
事
績
に
沿
っ
た
内

容
で
あ
り
、
僅
か
で
は
あ
る
が
従
来
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
彼
の
事
績
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
し
て
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
断

簡
が
宗
家
文
庫
蔵

『

獲
虎
実
録』

裏
表
紙
内
か
ら
見
つ
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
宗
家
文
庫
蔵

『

獲
虎
実
録』

を
書
写
し
た
の
は
幕
末

の
大
石
明
親
な
る
人
物
で
、
こ
の
人
物
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
明
ら
か
に
大
石
智
久
の
末
裔
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て『

獲
虎
実
録』

の
裏
表
紙
内
に
こ
の

｢

大
石
氏
家
譜｣

の
断
簡
が
存
し
て
い
る
以
上
、
こ
の
断
簡
が
大
石
明
親
の
手
元
に
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な

い
。｢

大
石
氏
家
譜｣
断
簡
の
書
写
者
が
誰
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
断
簡
の
料
紙
が

『

獲
虎
実
録』

に
比
し
て
そ
れ
程
古
い
よ
う

に
は
思
わ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
明
親
が
同
書
を
写
し
た
時
期
か
ら
そ
れ
ほ
ど
古
く
は
な
い
時
期
に
、
明
親
自
身
又
は
彼
の
周
辺

で
家
譜
の
再
編
纂
作
業
が
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
想
定
さ
れ
よ
う
。
つ
ま
り
明
親
が

『

獲
虎
実
録』

を
書
写
し
た
の
は
彼
の
周
辺

で

｢

家｣

の
歴
史
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、
且
つ

｢

断
簡｣

の
叙
述
内
容
か
ら
大
石
智
久
の
武

功
面
で
の
事
績
と
し
て
は
②

｢

虎
狩｣
と
③

｢

平
壌
城
か
ら
の
撤
退
戦
で
の
案
内｣

が
重
要
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。｢

大

石
氏
家
譜｣

断
簡
の
宗
家
文
庫
蔵

『

獲
虎
実
録』

内
か
ら
の
出
現
は
、
例
え
そ
れ
が
反
故
紙
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
明
親
の

『

獲
虎

実
録』

の
入
手
・
書
写
が
偶
然
で
は
な
く
、
明
親
周
辺
で

｢

家｣

の
歴
史
へ
の
興
味
・
関
心
が
高
ま
っ
て
情
報
収
集
を
す
る
中
で
入

手
さ
れ
、
同
書
の
末
尾
近
く
に

｢

朝
鮮
御
在
陣
の
間
に
、
対
州
の
官
臣
大
石
荒
川
之
助
兄
弟
大
虎
を
組
留
し
よ
り
已
来
、
未
聞
の
働

き
比
類
の
功
名
、
日
本
の
勇
気
を
輝
す
の
珍
事
な
り｣
と
、
大
石
氏
に
と
っ
て
祖
先
の
最
大
の
武
功
譚
の
一
つ
②

｢

虎
狩｣

へ
の
言

及
が
な
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
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註
(

１)

同
書
第
二
章

｢

対
馬
の
歴
史｣

近
世
第
五
節

｢

天
龍
院
時
代｣

(

新
対
馬
島
誌
編
集
委
員
会
編
・
発
行

一
九
六
四
年
四
月)

。

(
２)
両
書
に
は
、｢

本
州
旧
記｣

｢

阿
比
留
氏
家
譜｣

｢

柚
谷
私
記｣

｢

斎
藤
家
記｣

｢

内
山
系
図｣

等
々
と
引
用
し
た
家
譜
・
系
図
名
が
記
さ
れ
た

箇
所
が
あ
る
。『

津
島
紀
略』

は
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
蔵
・
近
世
後
期
写
本

(

藤
仲
郷
書
入
本)

、『

十
九
公
実
録』

は
鈴
木
棠
三
編
・
対

馬
叢
書
第
三
集

(

一
九
七
七
年
七
月

村
田
書
店)

に
よ
り
確
認
し
た
。

(

３)

例
え
ば
、
長
崎
県
対
馬
歴
史
研
究
セ
ン
タ
ー
宗
家
文
庫
の

｢

家
譜

(

根
〆
氏)｣

・｢

藤
原
姓
系
図
写
・
家
紋

(

斎
藤
氏)｣

・｢

平
山
家
譜｣

・

｢

立
石
家
譜
并
系
図｣

等
々
。
ま
た
管
見
の
限
り

｢

藤
氏
文
書｣

内
に
も
家
譜
・
系
図
の
断
簡
は
複
数
存
す
る
。

(

４)

な
お

｢

大
石
氏
家
譜｣
に
関
し
て
は
、
大
石
武
氏
著
・
発
行

『

島
の
故
事
探
索

(

四)

・
伝
説
津
島
佐
護
郡』

(

二
〇
〇
四
年
七
月)

が
杉
村

采
女
本

｢

大
石
系
図｣
を
載
せ
る
が
、｢

大
石
智
久｣

を
含
め
人
物
の
事
蹟
は
一
切
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
同
書
に
は
杉
村
采
女
本
に
つ

い
て
の
情
報
は
一
切
記
載
が
な
い
。

(

５)
『

倭
館

鎖
国
時
代
の
日
本
人
町』

(

二
〇
〇
二
年
八
月

文
藝
新
書)

・『

新
・
倭
館

鎖
国
時
代
の
日
本
人
町』

(

二
〇
一
一
年
九

月

ゆ
ま
に
書
房)

第
五
章
第
三
節
。

(

６)
『

朝
鮮
図
絵』

に
関
し
て
は
二
〇
二
三
年
二
月
八
日
現
在
、｢

京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ｣

か
ら
画
像
を
閲
覧
で
き
る
。

(

７)
｢

大
石
氏
刺
虎
記｣

は
管
見
に
入
ら
ず
、
詳
細
不
明
。

(

８)

こ
の
う
ち
永
青
文
庫
本
は
未
見
。
二
〇
二
三
年
二
月
八
日
現
在
、『

鶯
宿
雑
記』

は
国
会
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、『

克
一
堂
叢
書』

は
国

文
学
研
究
資
料
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で
き
る
。

(

９)

国
文
学
論
文
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、C

iN
ii
R
esearch

で

｢

獲
虎
実
録｣

｢

虎
狩｣

｢

虎
退
治｣

等
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
検
索
し
て
み
て
も
、
二

〇
二
三
年
二
月
八
日
段
階
で
そ
れ
ら
し
き
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。
管
見
の
限
り
田
代
氏
前
掲
書
と
永
留
史
彦
氏

｢

物
語

和
館

(

倭
館)

の
虎
退
治

現
代
語
訳

『

獲
虎
実
録』

｣
(『

対
馬
の
自
然
と
文
化』
四
四

二
〇
一
八
年
三
月)

の
み
で
あ
る
。

(

�)

長
崎
県
教
育
会
対
馬
部
会
編
・
発
行

(

一
九
一
七
年
五
月)

。
鈴
木
棠
三
編

対
馬
叢
書
第
四
集

(

一
九
七
七
年
九
月

村
田
書
院)

に
て
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再
刊
。

(
�)

杉
村
采
女
本

｢

大
石
系
図｣

は
大
石
氏
註
４
前
掲
書
に
て
確
認
。
大
石
氏
前
掲
書
に
依
れ
ば

｢

方
信｣

は
佐
須
氏
又
は
主
藤
氏
。

(
�)
中
村
正
夫
氏
監
修
、
安
藤
良
俊
氏
・
梅
野
初
平
氏
編

一
九
九
〇
年
九
月

九
州
大
学
出
版
会
刊
に
よ
る
。

(

�)
『

改
訂
対
馬
島
誌』

(

対
馬
教
育
会
編
・
発
行

一
九
四
〇
年
六
月)

第
二
編

｢

歴
史｣

所
収
の
も
の
に
よ
る
。
な
お
永
留
久
恵
氏

『

対
馬
国

志』
第
二
巻

｢

中
世
・
近
世
編｣

(

二
〇
〇
九
年
七
月

｢

対
馬
国
志｣

刊
行
委
員
会
発
行)

第
十
三
章
第
五
節
に
よ
れ
ば
、
底
本
は
九
州

大
学
記
録
資
料
館
蔵
長
沼
文
庫
所
収
の
も
の
と
判
明
し
て
い
る
。

(

�)

引
用
は
、
以
下
の
通
り
。『

宗
氏
家
譜』

＝
鈴
木
棠
三
編
・
対
馬
叢
書
第
三
集(

一
九
七
七
年
七
月

村
田
書
店)

、『

寛
政
重
修
諸
家
譜』

＝

続
群
書
類
従
完
成
会
刊
、『

津
島
紀
事』

＝
鈴
木
棠
三
編
・
対
馬
叢
書
二

(

一
九
七
二
年
十
月

東
京
堂
出
版)

。

(

�)

作
者
・
成
立
年
次
共
に
未
詳
。
原
漢
文
。
対
馬
教
育
会
編
・
発
行

『

対
馬
島
誌』

(

対
馬
教
育
会
編
・
発
行

一
九
二
八
年
七
月)

第
二
十

章

｢

戦
争
及
兵
事｣

第
二
節

｢
外
征｣

に
書
き
下
し
が
載
る
。
田
代
氏
註
５
前
掲
書
指
摘
の

｢

大
石
氏
刺
虎
記｣

と
の
関
係
は
不
明
。
同
書

の
末
尾
に
は
、｢

此
兩
回
の
虎
狩
に
獲
た
る
も
の
十
一
頭
あ
り
、
各
木
牌
に
姓
名
を
記
し
虎
の
首
に
之
を
押
示
し
衆
卒
を
し
て
擔
ぎ
去
ら
し

む
。
三
將
は
悠
々
と
し
て
後
よ
り
擁
し
隊
を
整
へ
て
城
に
入
る
。
觀
者
堵
の
如
く
其
威
勢
の
盛
な
る
に
驚
く
。
韓
人
等
曰
く

｢

我
邦
人
虎
を

恐
れ
ざ
る
も
の
な
し
、
日
本
人
は
之
を
狩
り
て
獵
す
る
こ
と
狐
兎
を
捕
る
が
如
し
。
宜
な
る
か
な
天
兵
來
る
も
抗
す
る
能
は
ず｣

と｣

等
と

記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
鑑
み
て
も
、｢

歴
史
的
事
実｣

か
ら
の
飛
躍
が
見
て
取
れ
る
も
の
と
思
う
。
同
書
の
引
用
は
、
既
引
の
末
尾
の

部
分
を
含
め
て
、『

対
馬
島
誌』

所
収
の
書
き
下
し
文
に
よ
る
。

(

�)

な
お
こ
の
大
石
智
久
の

｢

虎
狩｣

に
関
し
て
は
、
大
石
武
氏
著
・
発
行

『

島
の
故
事
探
索

(

二)

・
国
境
を
駆
け
た
人
た
ち』

(

一
九
九
六
年

八
月)

、
及
び
同
書
を
引
く
武
末
聖
子
氏
著
・
発
行

『

知
っ
と
っ
た
あ
？
こ
ん
な
対
馬
の
歴
史

(

は
な
し)

！』
(

二
〇
〇
九
年
二
月)

が
紹

介
す
る
。
但
し
大
石
氏
著
書
は
私
家
版
で
あ
る
故
に
、
本
稿
執
筆
者
は
現
段
階
で
入
手
で
き
て
お
ら
ず
、
未
見
。

(

�)

同
書
第
二
十
章

｢

戦
争
及
兵
事｣

第
二
節

｢

外
征｣

。

(

�)

但
し
陶
山
訥
庵
の

『

考
證
録』

な
る
書
は
、
執
筆
者
は
未
見
で
あ
る
。
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(

�)

同
書
第
廿
六
章

｢

寺
院
附
宗
教｣

第
三
節

｢

明
治
維
新
後
の
寺
院｣

に
て
確
認
。

(
�)

同
氏
註
�
前
掲
書
。
同
書
に
は
大
石
智
久
の
墓
の
写
真
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

【
追
記
】

本
稿
は
、
伝
承
文
学
研
究
会
名
古
屋
例
会
令
和
五
年
度
一
月
例
会
、
第
十
回
名
古
屋
中
世
文
芸
・
歴
史
研
究
会

合
同
研
究
発
表

会

(

二
〇
二
三
年
一
月
二
十
九
日

〈

日〉

・
オ
ン
ラ
イ
ン

〈ZO
O
M
〉

開
催)

で
の
口
頭
発
表
を
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
貴
重

な
ご
教
示
を
賜
っ
た
方
々
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。
貴
重
な
文
献
の
閲
覧
・
掲
載
を
御
許
可
下
さ
っ
た
長
崎
県
対
馬
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
・

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
に
等
に
も
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
本
稿
は
科
学
研
究
費
助
成
事
業

(

基
盤
研
究
Ｃ
・
課
題
番
号
二
一
Ｋ
〇

〇
三
一
六
・
研
究
課
題

｢

対
馬
に
於
け
る
文
禄
慶
長
の
役
関
連
言
説
の
生
成
・
変
容
と
そ
の
背
景｣)

の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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① 宗家文庫本 『獲虎実録』 表表紙

② 同書裏表紙内反故紙 (①②共に 2022 年 7 月・執筆者撮影)




